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第１回検討委員会における主なご意見と第４期支援計画における整理 

 

 

総合支援体制の整備、区市町村窓口の支援について 

 

≪委員からのご意見≫ 

○被害直後と中期では、それぞれの段階で支援の内容が異なる。時間軸に沿った整理を

行い、区市町村をはじめ、各関係機関の役割を明確になるといいのではないか。 

○都内に犯罪被害者等支援の専門的な相談窓口を設置している自治体は４か所のみであ

り、今後、区市町村窓口が中長期的な生活支援をしっかりと担っていくため、都に、

区市町村との調整を行うコーディネーターを配置することを検討してほしい。 

○市民に一番身近な窓口である区市町村がしっかりと対応できるように支援していくこ

とが必要であり、そのために、都がコーディネート機能を有し、区市町村との連携や

バックアップを行う体制の構築を進めていくとよいのではないか。 

○それぞれの行政の窓口において、犯罪被害者等支援の視点を持って適切な支援につな

げていくため、庁内や区市町村の職員を対象に、トラウマインフォームドケア（トラ

ウマの影響を理解し対応すること）の視点を持つための基礎的な研修が実施できない

だろうか。 

 

 

・第４期支援計画より、「総合的な支援体制に向けた整備」を新たな施策として位置付

け、今後、コーディネーター機能を含む体制整備に向けて検討してまいります。 

⇒［施策の柱１］ １ 総合的な支援体制の整備 （P19） 

・第４期支援計画においても、「区市町村における支援体制の充実に向けた取組」の施

策の中で、これらの取組の継続的な実施に加え、窓口対応マニュアルの整備、研修内

容の充実、専門的窓口の設置促進などを図ってまいります。 

⇒［施策の柱１］ ２ 区市町村における支援体制の充実に向けた取組 （P21） 

 

 

 

 

 

第４期支援計画における整理 
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緊急支援体制について 

 

≪委員からのご意見≫ 

○多数死傷者発生事案が発生した際に備え、早い段階から中長期の支援も含め、どのよ

うに各関係機関が連携して支援していくかという支援体制の検討を進めてほしい。 

 

 

・第４期支援計画より、「緊急支援体制の整備」を新たな施策として位置付け、具体的

な支援方法等を含む体制の整備を行ってまいります。 

⇒［施策の柱１］ ３ 緊急支援体制の整備 （P23） 

 

 

 

 

精神的支援について 

 

≪委員からのご意見≫ 

○性暴力被害者の方はＰＴＳＤを発症することが多いため、産婦人科との連携に加え、

精神科医療機関との連携強化が重要になる。 

○被害者支援としての協力医療機関のリスト化を行うことなどにより、被害者も支援団

体も、精神的治療ができる精神科医療機関につながりやすい形ができるといいのでは

ないか。 

 

 

・「精神的支援の充実」の施策の中で、精神科医療機関への啓発を図り、地域における

専門的な精神的治療が可能な協力医療機関の確保につなげてまいります。 

⇒［施策の柱２］ ２ 性犯罪等被害者支援の取組の充実・強化 （P26） 

⇒［施策の柱３］ ２ 精神的支援の充実 （P35） 

 

 

 

 

 

第４期支援計画における整理 

第４期支援計画における整理 



3 

 

犯罪被害にあった児童・生徒への支援について 

 

≪委員からのご意見≫ 

○犯罪被害にあった児童・生徒への対応等については、学校がどのような支援を必要と

しているかを適切に把握し、関係機関との連携方法を検討していくことが望ましい。 

○学校等における精神的支援の対応は難しい面があるが、児童の性被害が増えている現

状も踏まえ、うまく連携できることが望ましい。 

○スクールカウンセラーへの研修などを通じて、教育現場との連携を進めていくとよい

のではないか。 

 

 

・現在も、東京都総合相談窓口において、犯罪被害にあった児童・生徒の状況等を踏ま

え、必要に応じて在籍している学校と連携しながら精神的ケア等を行っています。第

４期支援計画においては、今後も必要な連携を図っていくため、「精神的支援の充

実」の施策の中で、東京公認心理師協会と連携したスクールカウンセラーを含む公認

心理師等向け研修の実施などを通じて、犯罪被害者等への支援制度の周知を図り、犯

罪被害にあった児童・生徒への適切な対応につなげてまいります。 

⇒［施策の柱２］ ２ 精神的支援の充実 （P35） 

・スクールカウンセラー向け研修や学校の教員向け研修の実施に当たっては、スクール

カウンセラーや学校の教員が研修に参加しやすい実施方法を検討してまいります。 

⇒［施策の柱２］ ２ 精神的支援の充実 （P35） 

⇒［施策の柱５］ １ 犯罪被害者等支援に係る人材の育成・専門性向上 （P45） 
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経済的負担の軽減について 

 

≪委員からのご意見≫ 

○犯罪被害者等の資力に関わらず、公判手続等において弁護士による法的支援を受けら

れる制度があるといいのではないか。 

 

 

・第４期支援計画において、「経済的負担の軽減」の施策の中で、弁護士会との連携に

より実施している無料法律相談、東京都総合相談窓口などを通じて、犯罪被害者等の

法的支援に関するニーズを把握しながら、適切な支援制度について検討してまいりま

す。 

⇒［施策の柱３］ １ 経済的負担の軽減 （P33） 

 

 

犯罪被害等に関する予防的取組について 

 

≪委員からのご意見≫ 

○性被害にあった際の相談窓口等について、早い段階から若年層に対する情報発信をし

てはどうだろうか。 

○性被害に関して、事後対策だけでなく、大学よりもう少し手前の予防の段階から取り

組むことができるといいのではないか。 

○子供が性被害にあった際に相談しやすい環境づくりとして、もし自分が被害にあった

ら何をすべきか、被害にあって相談窓口に相談したらどうなるかといったことについ

て示すことが必要ではないか。 

 

 

・第４期支援計画においては、様々な機会や媒体を通じて、犯罪被害者等支援への支援

の取組、犯罪被害者等と性犯罪等被害者に関する相談窓口の周知を進めてまいりま

す。 

・「安全教育プログラム」などを活用し、日常生活における犯罪や危険について理解の

うえ、安全に行動し、犯罪被害から自分自身を守るための教育を進めてまいります。 

⇒［施策の柱４］ １ 都民の理解の増進 （P42） 

 

第４期支援計画における整理 
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犯罪被害者等の置かれている状況に関する若年層への啓発について 

 

≪委員からのご意見≫ 

○犯罪被害者等のことをよく知ることで二次的被害の防止にもつながる。また、その理

解促進に当たっては、動画やＳＮＳの利用など、若年層にもわかりやすい形で啓発し

ていくとよいのではないか。 

 

 

・第４期支援計画においては、「都民の理解の増進」の施策の中で、より都民の理解に

資するリーフレットや動画を作成し、紙媒体に加えてインターネット・ＳＮＳ等のさ

まざまな媒体で発信することで、若年層を含む広く都民に向けた啓発を行ってまいり

ます。 

⇒［施策の柱４］ １ 都民の理解の増進 （P42） 

 

 

 

支援計画の進行管理について 

 

≪委員からのご意見≫ 

○支援計画の進行管理においては、評価項目に応じて定量的か定性的かあらかじめ適切

な評価方法を検討しておくのが望ましい。 

 

 

・第３回検討委員会までの間に、進行管理の方法について、検討してまいります。 
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